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養成講座

医療 + AT

特別支援教育

修学支援

在宅就労

在宅療養

海外視察

保護者講座

第３回障がい者IT活用サポーター養成講座を実施しま
した。今年度の受講者は作業療法士9名、言語聴覚士8
名、その他14名でした。最終回には福祉情報技術コー
ディネータ認定試験を実施し11名が合格しました。こ
の3年間で福祉情報技術コーディネータ３級を11名、
2級を49名養成しました。認定試験の制度が変わるた
め、この形態での実施は今年度が最後になりますが、新
年度に向けて新形態の準備を行なっています。

新潟県視覚障害者福祉協会と新潟大学工学部が長年
に渡って開催している視覚障がい者向けPC教室を今
年度も開催しました。今年度からは大学病院の眼科も
共催に加わりました。医療と福祉、工学技術で視覚障
がい者の暮らしを支える新たな試みが始まりました。
大学病院眼科のロービジョン外来では、毎月最終金曜
日に患者さんを対象として支援技術情報の提供を行っ
ています。視覚障害者向けの支援機器を病院に持ち込
んで、PCやタブレット端末などをロービジョンのユーザ
が便利に使う方法を実際に機器に触れてもらいなが
ら、紹介しています。

新潟県作業療法士会・言語聴覚士会との共
催で養成講座を実施しました

医療現場で支援技術を広める活動をしてい
ます

在宅就労をしている方への支援を実施しました

障がい学生の修学支援を行なっています

特別支援教育分野での研修を年間25回実施しまし
た。特別支援学校で17回、一般校で4回、教育委員会
などからの依頼は4回でした。支援機器を学校に持ち
込み機器を触りながら行う研修は、実際に授業づくり
に活かしやすいと好評です。新潟市では障害者差別解
消法の施行と時期を同じくして条例も施行されため非
常に関心が高く活発な質疑応答が行われました。
特別支援学校では主に重度重複障害分野の話題やタ
ブレット端末を活用した知的障害児のコミュニケー
ション支援に関する話題を提供しました。一方、一般校
では主に読み書き障害に関する支援機器活用の話題
を提供しました。
研修から個別の児童・生徒に関する相談につながるこ
ともあり当センタの重要な事業の一つとなりました。今
後も研修の充実を図っていく予定です。

重度障害者用意思伝達装置の給付対象となるような
ALS等の難病患者を対象に自宅を訪問してコミュニ
ケーション支援を実施しています。限られた体の動く部
分を使って意思伝達装置が操作できるよう機器のアレ
ンジを行ったり、近年急速に低価格化が進み注目を集
めている視線入力装置の紹介など実施しています。ス
マートホンやタブレットの活用ニーズも高まっています。
今年度も新潟県難病相談支援センターが主催する難
病ITコミュニケーション支援講座でコミュニケーション
障害を抱える難病患者に関わる医療職、福祉職の方々
に最新の支援機器とその活用法について情報提供を
行いました。
難病患者のコミュニケーション支援については、今後も
関係機関と連携しながら、個別の支援とスタッフの養
成両面から充実を図っていく予定です。

特別支援教育分野との連携がより強化さ
れています

在宅療養難病患者のコミュニケーションを
充実させる取り組みを実施しています

2016年度 支援活動報告
８つのトッピクスで
１年の活動を振り返ります

学校教員やリハスタッフ向けの研修以外に、保護者向けに支援技
術講座を実施しています。新潟医療福祉大学視能訓練学科では
「なつの会」で講師を務め、視覚障がいのあるお子さんの保護者向
けに研修を実施しました。市立西特別支援学校では、昨年度引き続
き、月例の保護者向けiPad教室を実施しています。

障がいのある子どもの保護者に、支援技術の知識・情
報を届けたい

テクノロジーは日々進化し、当事者からのニーズも変化します．米国
で開催されたATIAカンファレンスに参加し、支援機器の最新動向と
教育分野における活用事例について情報収集を行いました。特に
読み書き障がい・肢体不自由分野で多くの新製品や導入テクニック
を集めることができました。

海外視察を行いましました（ATIA2017）

障がい者の就労形態の一つとして在宅就労が注目されています。当センターでも、在宅就労で専門性を発揮して
いる肢体不自由の方への情報提供、訪問支援を実施しています。遠隔地と自宅を繋ぐ通信技術の進歩は就労の
新しい形を作り出しています。今後もこの分野での支援を継続していく予定です。

センター開設当初から教育分野を支援の柱の一つと
して活動してきました。開設当時は中高生だった利用
者たちが、高等学校を卒業し高等教育機関への進学
を果たしています。高等学校まで受けてきた支援を大
学でも継続して受けられるよう、特別支援学校高等
部、進学先大学と連携した支援体制を構築していま
す。もちろん、当センターが設置されている新潟大学
の修学サポートルームとの連携も始まっています。


